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令和５年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

 

 

 

令和 6 年 4 月 15 日 

 

 

 

団体所在地 東広島市西条町寺家 261 

団体の名称 学校法人難波学園 

職 ・ 氏 名 理事長 難波元実 

（認定こども園さざなみの森） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

田んぼで泥遊び・田植え 

日々の里山散歩 

インタープリターとの自然探検 

梅干し仕込み 

フィールド環境改善（大地の再生） 

畑づくり 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

フィールド環境改善（大地の再生） 

畑づくり・プランター菜園 

井戸水水遊び・近隣の川と水路探検 

草木染め 

野草の学び（保護者会） 

日々の里山散歩 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

インタープリターとの自然探検 

稲刈り・屋外のかまどで炊飯 

畑づくり・芋掘り 

小学校連携でのフィールド遊び（自然散策） 

日々の里山散歩 

ナンキンハゼのろうそく作り 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

畑づくり・ごはんづくり（保護者参加） 

園庭環境整備（自然資材を用いて保護者WS） 

近隣の田んぼをお借りしてとんど焼き 

山登り 

日々の里山散歩 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

【７月～９月】 

 

田んぼで泥遊び〜田植え体験（年中・年長） 

 

近隣の田んぼをお借りしてお米づくりに取り組んでい

ます。田植えの前には、水を張った田んぼで泥遊びを

楽しませてもらっています。保護者も参加で賑わう一

日になります。 

スタッフは地域との関わりを大切にしながら、子ども

たちの多様な姿を受け止められる時間になるよう気を

配ります。体験を無理強いせず、子どもの興味の方向

に、一歩が出るように関わっています。 

子どもたちには、土の感触のなかで思い切り発散しな

がら全身で動き回る姿、泥の中から生き物を見つけて

探究する姿、友だちと関わり合いながら遊びをつくり

だす姿、泥に汚れたくなくて慎重に畦で花や生き物と

遊ぶ姿、五感を通したたくさんの関わりがありました。 

大人も本気で環境改善作業（大地の再生） 

 

一年を通して野外フィールドの環境改善に取り組みま

した。この時期は湿地化するエリアの水捌け改善に親

子とスタッフで取り組みました。講師は自然の力を生

かす環境改善を指導してくださる兼田さんで、子ども

たちも顔馴染み。土壌の通気や水捌けを改善する穴

や水路を掘り、竹藪整備で作った竹炭も使います。 

スタッフは全体の安全を見守りながら、子どももそ

の場面に参加できるよう配慮します。道具も可能で

あれば本物をつかい、段階的な参加を意図します。 

子どもたちは大人の仕事の周りで、様子を観察し、

自分にできる仕事を見つけて参加する姿もありま

す。楽しみのために自然を消費するのではなく、自

然に貢献することが遊びになる姿です。 



 

【１０月～１２月】 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

インタープリターとの自然探検 

 

年少・年中・年長の子どもたちは、インタープリタ

ーの方といっしょに、クラスごとに、園周辺の自然

探検に出かけました。 

いつも通る散歩道ではない道を通ったり、身近な植

物との新しい関わりかた・遊び方を教えてくれたり

するので、地域の自然との関わりが深まります。 

秋はスズメバチの巣がある可能性もあるので、園の

スタッフも下見をしてルートを確認します。 

子どもたちは、食べられる実を口に入れてみたり、

木を叩いたときの音を比べてみたり、大きな葉っぱ

でお面をつくってみたり、種を吹いて飛ばしたり、

枝を切って飛ばしたり、草の実の汁でマニキュアを

つけたり。まさに五感を使った散歩になりました。 

 

畑のめぐみでお味噌汁。 

お父さん・お母さんと一緒に「おかわり！」 

一年を通して野菜づくりに取り組みました。今年度

最後の保護者参加日、自分たちの畑で採れた、かぶ

や大根を使ってお味噌汁をつくりました。味噌は年

長さんが仕込んだものを分けてもらいました。 

スタッフは、子どもたちと親たちとが、火を起こす

ところから一緒に取り組めるよう、準備しました。 

子どもたちは、自然の恵みに触れてきた時間が実を

結んだかたちです。火、水、野菜、お米や味噌がで

きるまでの時間、自分たちがひとまわり大きくなっ

た今年一年、すべてが結びついた「美味しい！」だ

ったのでしょう。いつもよりも喜んで野菜を食べた

ことはもちろん、お母さん・お父さんに、食べてご

らん、と、どこか誇らしげな顔つきでしたね。 



 

２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

令和５年度 広島県自然保育認証団体 保育者等安全管理研修の受講 

 植物や野菜などについて自ら学ぶ園内研修の取り組み 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

地元の農家の方に教えていただきながらのお米作り 

 地域の田を借りて、とんど焼きなどの季節行事を経験 

 地元の里山を散歩や遊びフィールドに提供していただき、園は環境整備をして地域への恩返し。 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 田植えや環境整備など、季節ごとの活動に親子で参加。 

 お母さんたちと野草を暮らしに活かす学びの場づくり。 

 畑でとれたものを親子で味わえる保育参加日の実施。 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


